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主な議事日程 　令和3年3月市議会定例会は3月１日から3月18日
まで（会期18日間）開かれました。
　今回は6人の議員が市政一般に対する質問を行い
ました。
　3月定例会では、市長から提出されました議案32件

（条例5件、予算23件、その他4件）の議案について
審査し、いずれも原案どおり可決しました。

　令和３年 ３月定例会

３月　　　　　　　1日 開会・提案理由説明
2、3日 議案研究

4日 議案質疑
5、9、10、12日 委員会審査

16、17日 一般質問
18日 討論・採決・閉会

　

委 員 会 審 査 報 告
総
務
文
教
委
員
会
閉
会
中
審
査
報
告

　

空
家
対
策
、公
共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
、国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
弓
道
場
整
備
に
つ
い
て
、審
査

を
行
い
ま
し
た
。ま
ず
、空
家
対
策
で
は
、担
当
課
よ
り
、

特
定
空
家
の
除
却
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。次
に
、公
共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
２８
年
度
に
作
成
さ
れ
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
き
個
別
施
設
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、令

和
２
年
度
ま
で
に
、施
設
類
型
ご
と
に
定
量
的
・
定
性

的
な
評
価
を
行
い
、管
理
に
関
す
る
優
先
順
位
を
検
討

さ
れ
ま
す
。今
後
は
、令
和
３
年
度
か
ら
の
取
り
組
み

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
弓
道
場
整
備

に
つ
い
て
は
、大
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
建
設
工
事

費
、弓
道
具
等
の
整
備
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。今
後

も
引
き
続
き
審
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
厚
生
委
員
会
閉
会
中
審
査
報
告

　

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
、調
査
・
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

〇
市
立
病
院
の
今
後
の
あ
り
方

　

多
久
市
と
小
城
市
で
の
公
立
病
院
統
合
の
協
議
が

進
め
ら
れ
る
中
で
公
表
さ
れ
た
建
設
予
定
地
に
つ
い

て
、疑
問
点
や
課
題
の
抽
出
な
ど
、検
証
作
業
を
行
い

疑
問
解
消
に
至
ら
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、回
答

を
市
長
に
求
め
、後
日
、文
書
回
答
と
副
市
長
及
び
担

当
課
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

建
設
予
定
地
と
さ
れ
る
多
久
市
東
多
久
町
大
字
別

府
が
適
地
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、委
員
会
よ
り
提
出
し

た
質
問
事
項
に
対
す
る
市
側
か
ら
の
回
答
を
踏
ま
え

検
証
を
行
い
ま
し
た
が
、疑
問
解
消
に
至
ら
ず
、適
地
と

し
た
根
拠
に
つ
い
て
は
、多
久
市
に
残
し
た
い
と
の
思

い
以
外
に
見
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
の
審
査
報
告
を
議
長
へ
提
出
し
、今
後
の
検
討

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、議
長
に
委
ね
現
在
に
い
た
り

ま
す
。

〇
多
久
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て

　
佐
賀
中
部
農
林
事
務
所
、佐
賀
県
農
林
水
産
部
農
政

企
画
課
よ
り
県
内
の「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
現
状
」、

「
中
山
間
地
域
に
係
る
各
種
事
業
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業

の
動
き
」等
の
説
明
を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。そ
れ
を
受
け
市
農
林
課
よ
り
市
内
の「
中
山
間
地

域
の
事
業
」や「
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に
つ
い
て
」

の
取
り
組
み
内
容
や
進
捗
状
況
、課
題
に
つ
い
て
確
認
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産業厚生委員会「農業関連従事者との意見交換」

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、三
重
県
津
市
の
、つ
じ
農
園
へ

「
地
元
と
の
農
園
経
営
と
ス
マ
ー
ト
農

業
」に
つ
い
て
、視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。農
業
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
地
域
の

核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要
で

あ
り
、そ
の
た
め
に
は
行
政
の
経
営
支
援

が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
多
久
市
に
お
い
て
も
、地
域
営
農
組
織

の
法
人
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
の

た
め
に
農
家
、農
業
団
体
、行
政
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
を
受
け
て
、農
業
関
連
に
従
事

さ
れ
て
い
る
各
種
団
体
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。多
久
市
の
現
状
と
し
て
、

中
山
間
地
域
農
業
に
つ
い
て
山
間
部
の

農
業
を
守
る
こ
と
が
地
域
の
１０
年
、２０
年

後
を
守
る
事
に
な
る
た
め
、収
益
率
の
向

上
と
後
継
者
育
成
に
目
を
向
け
た
施
策

が
必
要
で
あ
り
、行
政
に
よ
る
時
期
を
得

た
情
報
提
供
を
行
い
持
続
可
能
な
営
農

施
策
を
市
と
し
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
ま
た
、佐
城
農
政
協
議
会
多
久
支
部
よ

り
出
さ
れ
た
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、担

当
課
と
協
議
を
行
い
、進
め
て
い
き
ま
し

た
。

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

出
か
け
る
楽
し
み
の
増
加
、出
か
け

さ
せ
る
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
、地

域
の「
き
ず
な
」づ
く
り
の
た
め
、介
護
予

防
、自
立
支
援
に
関
す
る
事
業
の
推
進
を

お
こ
な
い
、医
療
・
介
護
費
の
軽
減
に
寄

与
す
る
事
業
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
運
転
免
許
返
納
者
、要
支

援
者
、軽
度
の
要
介
護
者
、７０
歳
以
上
の

買
い
物
困
難
者（
バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま
で

の
移
動
）な
ど
の
交
通
手
段
の
不
足
が
市

民
の
交
流
機
会
の
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
三
重

県
玉
城
町
と
熊
野
市
へ「
オ
ン
デ
マ
ン
ド

方
式
に
よ
る
元
気
バ
ス
」、「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」に
つ
い
て
、施
策
の
理
念
や
取
り
組

み
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
視
察
研
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
祉
に
従
事
さ
れ
る
方
々
の
意

見
を
聴
く
為
に
、「
多
久
市
地
域
貢
献
推

進
協
議
会
」や「
多
久
市
民
生
委
員
児
童

委
員
連
絡
協
議
会
」と
の
意
見
交
換
も
行

い
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
検
討
を
し
た
結
果
、低

額
で
利
用
負
担
が
少
な
い
ド
ア
ツ
ー
ド
ア

の
交
通
手
段
を
導
入
し
、各
種
事
業
の
推

進
を
お
こ
な
う
よ
う
市
へ
要
望
い
た
し

ま
す
。

　

以
上
３
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
閉
会

中
審
査
事
件
を
閉
じ
る
事
と
し
ま
す
。

産業厚生委員会「民生委員児童委員連絡協議会との意見交換」
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予 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告
令
和
３
年
度

　
多
久
市一般
会
計
予
算

審
査
の
過
程
で
、次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

 

総
務
費 

◯
空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
要
す
る
経
費
　

　
総
合
政
策
課
で
事
業
を
担
当
し
て
い
る

が
、内
容
に
よ
り
関
係
各
課
へ
業
務
を
割

り
振
り
、効
率
的
な
事
業
推
進
を
行
い
、管

理
不
全
の
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

務
め
る
こ
と
。

◯
公
共
交
通
に
関
連
す
る
予
算

　
将
来
的
に
公
共
交
通
路
線
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

地
域
の
公
共
交
通
を
抜
本
的
に
見
直
す
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

 

民
生
費 

◯
健
康
と
い
き
が
い
活
動
支
援
事
業
補
助
金

　

天
山
多
久
温
泉
タ
ク
ア
へ
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、交
流
ス
ペ
ー
ス
彩
り
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
、利
用
者
の
増
加

に
努
め
る
こ
と
。

 

農
林
業
費 

◯
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
費

補
助
金

　

事
業
利
用
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
市
の

広
報
誌
等
の
活
用
も
検
討
す
る
こ
と
。

 

教
育
費 

◯
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
委
託
料

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
内
容
に
関
し
、

安
全
運
行
管
理
に
向
け
運
行
状
況
を
把
握

し
、必
要
な
場
合
は
指
導
を
行
う
こ
と
。

◯
コ
ミ
ュニ
ティ・ス
ク
ー
ル
に
要
す
る
経
費

　

活
動
を
広
げ
る
た
め
に
も
、活
動
費
等

の
充
実
を
検
討
す
る
こ
と
。

◯
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
に
要
す
る
経
費　

　

給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
給
食
費
未

払
い
対
応
に
要
す
る
労
力
の
削
減
と
公
平

な
給
食
費
確
保
の
た
め
の
収
納
方
法
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

 

災
害
復
旧
費  

◯
過
年
度
発
生
農
地
災
害
復
旧
費

　
現
在
、復
旧
が
出
来
て
い
な
い
農
地
に
つ

い
て
早
く
作
付
け
で
き
る
よ
う
に
復
旧
作

業
に
努
め
る
こ
と
。

 

債
務
負
担
行
為 

◯
新
公
立
病
院
基
本
・
実
施
設
計
委
託
料

　

新
公
立
病
院
の
敷
地
の
造
成
に
あ
た
っ

て
は
、病
院
建
設
予
定
地
周
辺
の
内
水
対

策
を
想
定
し
、そ
の
対
策
を
法
令
等
の
基

準
の
範
囲
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、想
定
を

上
回
る
被
害
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　
本
議
案
に
つ
い
て
、慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

　
多
久
市一般
会
計
補
正
予
算

 

総
務
費 

◯
職
員
研
修
に
要
す
る
経
費　

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
研
修
が
実
施
で
き
ず

予
算
を
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、人
材
育
成

は
大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、コ
ロ
ナ
感
染
の

収
束
後
に
は
早
期
に
研
修
へ
参
加
さ
せ
る

こ
と
や
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
の
参
加
も
検
討

す
る
こ
と
。

　
本
議
案
に
つ
い
て
、慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、全
会
一致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
他
の
１９
議
案
に
つ
い
て
も
、慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、全
会一致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議 案
番 号 議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15
議 

決 

結 

果

飯
守
　
康
洋

中
島
　
慶
子

田
渕
　
　
厚

樺
島
永
二
郎

國
信
　
好
永

野
北
　
　
悟

田
中
　
英
行

中
島
　
國
孝

平
間
　
智
治

香
月
　
正
則

牛
島
　
和
廣

古
賀
　
公
彦

鷲
﨑
　
義
彦

山
本
　
茂
雄

議 案 乙
第 １ 号 令和３年度　多久市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原　案

可　決
○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

賛　　否　　表

※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、
　掲載しています。
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

野北 悟
■多久市地域交通会議条例の一部を改正す
る条例
Q 地域公共交通計画の策定は努力義務と
なっているが、なぜ性急に改正するのか
A 国からの法令に関する説明会等において、今後、補助を
受けるためには計画策定が必要との説明がなされている
ためです。
Q 会議を非公開で行うことができるとしたのはなぜか
A 運送事業者の内部データ等を扱う場合を想定してお

り、必要な場合は事前に事業者と協議を行い、非公開が望
ましい場合は非公開としたいと考えています。

平間 智治
■高齢者の保健事業と介護予防の一体的実
施について
Q 事業目的は
A 医療保険、介護保険間の連携を強化し
高齢者の健康寿命を延ばし、社会保障費の抑制につなげる
ことを目的としています。
Q 事業内容は
A 保健師等を配置し、医療レセプト等、医療や介護に係る
データを一括把握して地域の健康課題を整理、分析します。
そのデータを保健指導に活用しつつ、介護予防やフレイル
対策を視野に入れて高齢者サロン等の通いの場に関与し
展開していきます。
Q コーディネートする保健師等の役割は
A 健診、医療や介護のデータベースを分析し、地域的な課
題を把握して、どういう取組が必要か事業プラン、方針、計
画を広域連合と協議しながら事業を実施していきます。

古賀 公彦
■空家等の適正な管理に要する経費について
Q 空家等実態調査等の各委託料の詳細は
A 空家の現地調査を行う実態調査業務及
び調査結果を電子データ化して空家等対策
業務に活用するためのシステム構築業務です。
■新公立病院整備に要する経費について
Q 新公立病院各整備事業の各委託料の詳細を
A 例規作成委託料は、一部事務組合設立当初に必要な例
規集作成に係る委託料です。開発支援委託料は、用地の測
量や地質調査及び造成設計に係る支援業務を公益財団法
人佐賀県建設技術支援機構に委託する委託料です。また、
建物の基本設計及び実施設計を行う委託料です。整備支
援委託料は、病院の運営計画や情報システム計画及び医療
機器等の整備配置計画等を策定するものです。

田渕 厚
■生活困窮者自立促進支援委託料の就労準
備支援事業について
Q 就労準備支援事業の内容は
A 就労した経験がない人、仕事や社会に不
安があるなど就労への移行が困難な方に支援を行い、一
般就労に従事する準備としての基礎能力の形成が目的で
す。
Q この事業を通して就職後の定着支援やハローワークと
の連携はどうされているのか
A 生活保護者が就職され保護費以上の収入になれば保
護費支給は停止になりますが、保護については一定期間支
援をしていきます。ハローワークとの連携は管内の市町と
協議会で連携し情報共有を行なっています。、福祉事務所
には就労支援員を配置しており、週に1回ハローワーク就職
相談員に来ていただき相談をしながら連携をしています。

樺島 永二郎
■北多久公民館建設事業
Q 北多久公民館建設事業の進め方は
A 地元建設検討委員会を設置し、公民館
建設に関する検討事項の意見を参考に事業
を進めていきます。
Q 建設候補地の場所は、また、地元建設検討委員会で何
を協議し決定するのか
A 現公民館周辺、旧むつみ荘跡地、多久北部運動広場、旧
文化交流会館なかしま・旧ハローの跡地、社会福祉会館西
側、多久郵便局北側駐車場を候補地としています。検討委
員会では、建設場所を決定していただき、公民館の居室構
成や機能、レイアウト等を基本設計案としてまとめていただ
きます。
Q 現在の北多久公民館は指定避難所から外れているが、
新たに建設する北多久公民館は指定避難所として指定さ
れるのか
A 北多久公民館が建
設完了をした時期に
避難所について検討
が行われると考えま
す。

いきいき百歳体操

北多久公民館
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 一般質問

樺
島
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
広
報
・
周

知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、ま
た
、国
か

ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

日
々
変
わ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
が
、ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁
　

広
報
活
動
と
し
て
、記
者
発
表
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
行
政
放
送
、市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ツ
イ
ッ

タ
ー
、L
I
N
E
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
も

様
々
な
媒
体
を
用
い
て
情
報
発
信
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、文
字
や
イ
ラ
ス
ト
で
は
伝

わ
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、動
画
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
に
関

し
て
は
日
々
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
情

報
が
入
り
次
第
、市
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、そ

の
他
媒
体
を
使
い
、広
報
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

樺
島
　

市
の
接
種
率
目
標
が
６
割
に
な
っ

て
い
る
が
理
由
は
。ま
た
、接
種
率
が
上

が
っ
た
時
に
は
期
間
を
延
長
し
て
対
応
す

る
の
か
。

答
弁
　

国
か
ら
６
割
の
接
種
率
を
目
標
と

し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、当
面
の
目
標
と

し
て
最
低
６
割
の
方
に
は
接
種
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。接
種
希
望
者

が
増
え
れ
ば
、今
計
画
し
て
い
る
期
間
を

延
長
し
、希
望
者
が
接
種
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
き
ま
す
。

樺
島
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
優
先
順
位
上
位
の

基
礎
疾
患
が
あ
る
こ
と
の
証
明
は
、医
師

の
診
断
書
が
必
要
な
の
か
、そ
れ
と
も
予

診
票
に
記
載
す
る
だ
け
で
い
い
の
か
。

答
弁
　

基
礎
疾
患
に
関
し
て
は
、自
己
申

告
で
構
い
ま
せ
ん
。

樺
島
　

接
種
対
象
者
で
あ
る
妊
婦
に
対
す

る
対
応
は
。

答
弁
　

主
治
医
と
相
談
を
し
て
い
た
だ

き
、接
種
す
る
か
を
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

樺
島
　

接
種
券
は
、一
斉
に
配
付
す
る
の

か
、そ
れ
と
も
区
分
し
て
時
期
を
ず
ら
し

て
配
付
す
る
の
か
。

答
弁
　

接
種
券
は
、高
齢
者
か
ら
一
般
の

方
と
い
う
流
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業

樺
島
永
二
郎

一
斉
に
案
内
を
送
付
す
る
の
か
、分
け
て

送
付
す
る
の
か
は
今
検
討
し
て
い
ま
す
。

樺
島
　

多
久
市
で
行
う
接
種
体
制
は
、ほ

ぼ
集
団
接
種
の
よ
う
な
形
だ
と
思
う
が
、

か
か
り
つ
け
医
等
で
の
個
別
接
種
を
今
後

行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。ま
た
キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
で
発
生
す
る
、残
余
ワ
ク
チ
ン
の
活
用

は
。答

弁
　

医
師
会
と
協
議
し
た
結
果
、集
団

接
種
で
対
応
し
、様
子
を
見
な
が
ら
個
別

接
種
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

余
っ
た
、ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

樺
島
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

に
つ
い
て
、市
民
へ
の
情
報
不
足
や
過
剰
な

情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実
な
広

報
活
動
を
行
い
、予
約
等
で
も
混
乱
す
る

こ
と
な
く
接
種
を
行
え
る
安
全
な
体
制
を

整
え
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

スムーズなワクチン接種を

ワクチン接種シミュレーションの様子
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一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

平
間
　

接
種
対
象
者
と
接
種
見
込
み
の
人

数
は
。

答
弁
　

接
種
対
象
者
は
約
１
万
６
５
０
０

人
、接
種
見
込
み
者
の
数
は
約
９
９
０
０

人
で
す
。

平
間
　

市
民
の
皆
様
に
対
し
て
の
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
・
有
効
性
な
ど
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

市
報
、行
政
放
送
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

使
っ
て
周
知
を
図
り
ま
す
。

平
間
　

ワ
ク
チ
ン
の
配
分
・
調
整
・
品
質
管

理
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
弁
　

国
か
ら
県
へ
配
分
さ
れ
、そ
れ
が

各
市
町
に
配
分
さ
れ
ま
す
。品
質
管
理
は
、

多
久
市
で
は
国
か
ら
支
給
さ
れ
た
冷
凍
庫

２
台
で
行
い
ま
す
。

平
間
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
は
。

答
弁
　

多
久
市
で
は
他
の
５
市
町
と
共
同

で
佐
賀
市
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

接
種
の
予
約
や
簡
易
な
質
問
を
受
け
付
け

ま
す
。専
門
的
な
質
問
等
に
つ
い
て
は
、県

が
設
置
す
る
副
反
応
等
相
談
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
。

平
間
　

集
団
接
種
の
会
場
は
。

答
弁
　

多
久
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
完
全
予

約
制
で
実
施
し
ま
す
。

平
間
　

個
別
接
種
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

多
久
市
立
病
院
で
第
１
月
曜
日
と

第
４
月
曜
日
の
１７
時
３０
分
か
ら
１８
時
４５
分

ま
で
完
全
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

平
間
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
管
理
シ
ス
テ
ム
は
。

答
弁
　

市
の
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
た
も
の

が
、国
の
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
間
　

市
が
負
担
す
べ
き
予
算
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

通
常
の
人
件
費
以
外
に
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。

平
間
　

接
種
率
を
上
げ
る
対
策
は
。

答
弁
　

接
種
券
に
チ
ラ
シ
等
を
同
封
す
る

ほ
か
、接
種
時
期
が
近
く
な
れ
ば
ハ
ガ
キ
で

の
お
知
ら
せ
を
考
え
て
い
ま
す
。

平
間
智
治

安全なワクチン接種を

平
間
　

安
全
性
等
に
つ
い
て
の
相
談
先

は
。答

弁
　

専
門
的
な
部
分
も
あ
り
ま
す
の

で
、県
が
設
置
し
た
佐
賀
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
等
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
間
　

市
医
師
会
と
の
協
議
等
は
ど
う

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
医
師
会
に

市
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、ご
相
談
や

協
議
を
し
て
い
ま
す
。

平
間
　

学
生
等
、実
際
は
多
久
に
居
住
さ

れ
て
い
な
い
方
へ
周
知
方
法
は
。

答
弁
　

事
前
申
請
な
ど
に
つ
い
て
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
間
　

万
が
一健
康
被
害
等
が
あ
っ
た
時

の
対
応
は
。

答
弁
　

国
に
よ
る
対
応
が
あ
り
ま
す
。

平
間
　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　

個
別
に
対
応
し
ま
す
。
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 一般質問

牛
島
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
を
ど
の
様
に
と
ら

え
て
い
る
か
。

答
弁
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
国
内
外

で
死
亡
者
を
含
む
多
く
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
、感
染
者
拡
大
を
抑
え
る
た
め
に

様
々
な
場
面
で
感
染
拡
大
前
と
変
化
が
生

じ
て
い
ま
す
。「
新
し
い
生
活
様
式
」を
取
り

入
れ
る
と
、人
と
人
の
接
触
機
会
を
減
ら

す
た
め
、外
出
や
移
動
を
控
え
る
こ
と
に

な
り
、経
済
活
動
や
各
種
行
事
等
の
社
会

活
動
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

牛
島
　

本
年
は
各
種
選
挙
が
あ
る
が
対
策

は
。答

弁
　

選
挙
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
選
挙

管
理
委
員
会
で
選
挙
が
滞
り
な
く
執
行
で

き
る
よ
う
対
応
を
取
り
ま
す
。

牛
島 

　

市
長
選
挙
に
出
馬
を
さ
れ
る
の

か
。答

弁
　

市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
成
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
課
題
が
あ
り
、今

後
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

牛
島
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
多
久
市
独
自

の
支
援
は
何
を
行
っ
た
か
。

答
弁
　
「
事
業
継
続
の
支
援
」、「
子
育
て
や

福
祉
活
動
の
支
援
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
の

情
報
通
信
技
術
推
進
施
策
」、「
感
染
拡
大

防
止
関
連
事
業
」の
４
つ
の
分
野
に
お
い
て

独
自
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

牛
島
和
廣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
お
け
る
市
の
状
況
と
対
応
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
う
学
校
で
の
環
境
の
変
化

に
つ
い
て

牛
島
　

学
校
側
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
子
ど
も
た
ち
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

健
康
被
害
や
情
緒
面
で
の
顕
著
な

心
配
は
な
く
、視
力
の
低
下
で
心
配
な
子

ど
も
の
割
合
は
通
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、

ま
た
生
徒
間
暴
力
に
つ
い
て
も
報
告
も
殆

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、昨
年
度
と
比
べ
て
子
ど
も
た
ち

の
睡
眠
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
と
東
原

庠
舎
東
部
校
の
学
校
運
営
協
議
会
で
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、こ
の
１
年
間
、教
育

委
員
会
で
把
握
し
て
い
る
も
の
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

コロナ禍における市内の状況は

下校中の子どもたち

多久市団結クーポン券
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一般質問

田
渕
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
遊
び
や
生

活
を
通
し
多
彩
な
学
び
や
経
験
を
し
、豊

か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
の
は
大
変

だ
と
思
う
が
、現
場
か
ら
そ
う
いっ
た
声
は

上
が
っ
て
こ
な
い
の
か
。

答
弁
　

田
渕
議
員
が
言
わ
れ
た
こ
と
は
家

庭
、学
校
、地
域
社
会
全
体
の
、我
々
大
人

す
べ
て
が
関
わ
っ
て
行
う
べ
き
で
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
み
が
担
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。支
援
員
も
社
会
の
大
人

と
い
う
立
場
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。田

渕
　

放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
と
い
う
賃
金
改
善

に
要
す
る
補
助
金
が
あ
る
が
、多
久
市
が

ま
だ
使
っ
て
い
な
い
理
由
は
。

答
弁
　

支
援
員
は
昨
年
度
ま
で
日
々
雇
用

で
あ
っ
た
た
め
一
律
の
賃
金
で
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な

り
、こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、今
年
度
は
国
の
予
算
が
確

保
で
き
ず
、使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。来

年
度
に
は
予
算
枠
を
確
保
し
て
も
ら
う
よ

う
に
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

田
渕
　

多
久
市
の
各
児
童
ク
ラ
ブ
は
運
営

す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
弱
く
、改
善
を

主
体
的
に
取
り
組
め
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
支
援
員
１
名
、各

ク
ラ
ス
に
１
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
、学

校
、地
域
、医
療
機
関
だ
け
で
な
く
保
護
者

の
組
織
を
つ
く
れ
ば
、よ
り
連
携
し
た
運

営
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
支
援
員
を

置
く
と
、お
そ
ら
く
管
理
的
な
立
場
に
な

り
、本
来
支
援
員
が
行
う
業
務
が
出
来
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、管
理

的
立
場
の
支
援
員
を
配
置
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

田
渕
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い

な
い
子
ど
も
で
、下
校
時
、ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
利
用
で
き
な
い
、一
緒
に
帰
る
地
域
の

子
ど
も
が
い
な
い
環
境
で
、兄
弟
が
い
た
り

す
れ
ば
、各
々
の
迎
え
に
行
く
家
庭
の
負

担
も
あ
る
。そ
う
し
た
家
庭
へ
の
対
応
を

検
討
出
来
な
い
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

田
渕
　
厚

答
弁
　

４
年
生
以
上
で
は
授
業
時
間
も
多

く
、下
校
時
間
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
が
、問

題
は
１
年
生
、２
年
生
で
す
。そ
う
い
う
児

童
に
は
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
対
応

を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
１
時
間
程
度
、図
書
室
で
本
を
読
み
な

が
ら
兄
弟
の
下
校
時
間
を
待
つ
と
い
う
の

は
現
状
行
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
も
全
て
い

つ
で
も
い
い
と
い
う
の
は
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

子どもたちの安全・安心のために

放課後児童クラブの様子
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 一般質問

飯
守
康
洋

飯
守
　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
。

答
弁
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
実
行
に
関

し
使
っ
て
い
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
す

が
、Ｐ
は「
プ
ラ
ン
」、計
画
す
る
こ
と
、Ｄ

は「
ド
ゥ
」、実
行
す
る
こ
と
、Ｃ
は「
チ
ェ
ッ

ク
」、評
価
す
る
こ
と
、Ａ
は「
ア
ク
シ
ョ

ン
」、行
動
や
改
善
を
意
味
す
る
も
の
で
、

評
価
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
改
め
る
べ
き
は

改
め
、業
務
の
改
善
に
生
か
し
て
い
く
、こ

れ
ら
を
繰
り
返
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
は
、こ
の
４
段
階
を

１
周
し
な
が
ら
、い
わ
ゆ
る
サ
イ
ク
ル
と
し

て
回
し
な
が
ら
次
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、ら
せ
ん
を
描
く

よ
う
に
１
周
ご
と
に
各
段
階
の
レ
ベ
ル
、質

を
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
努
め
な
が
ら
継
続

的
に
業
務
を
改
善
す
る
と
い
う
も
の
で
、

国
、地
方
自
治
体
等
の
各
種
計
画
の
多
く

で
も
こ
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
守
　

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ（
ウ
ー
ダ
）ル
ー
プ
と
は
。

答
弁
　

米
国
の
軍
事
戦
略
家
ジ
ョ
ン
・
ボ

イ
ド
さ
ん
と
い
う
方
が
考
案
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、先
が
読
め
な
い
よ
う
な
状
況
と

か
不
測
の
事
態
の
中
に
あ
っ
て
成
果
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、意
思
決

定
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
大
変
重
要

な
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
に
資
す
る

た
め
に
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、Ｏ
は「
オ
ブ
ザ
ー
ブ
」、観

察
を
す
る
こ
と
、あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
め

て
い
く
意
味
。次
の
Ｏ
は「
オ
リ
エ
ン
ト
」、

状
況
判
断
、情
勢
判
断
を
し
て
方
向
付
け

し
て
い
く
こ
と
で
す
。Ｄ
は「
ディ
サ
イ
ド
」、

意
思
決
定
を
す
る
、決
め
る
と
い
う
こ
と
、

Ａ
は「
ア
ク
ト
」、決
定
に
従
い
行
動
す
る

と
い
う
意
味
で
す
。そ
し
て
、「
ル
ー
プ
」に

は
、実
行
後
再
び
観
察
に
戻
り
も
う一度
よ

市
が
行
う
施
策
・
事
務
作
業
の

進
行
管
理
に
関
し
て

り
よ
く
し
て
い
く「
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」と
、い

ろ
い
ろ
な
事
態
の
変
化
に
臨
機
応
変
に
応

じ
な
が
ら
、瞬
時
に
新
た
な
意
思
決
定
を

行
い
実
行
す
る「
フィ
ー
ド
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」

の
２
つ
の
性
質
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
守
　

今
後
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て

い
く
の
か
。

答
弁
　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、中
・
長
期

的
な
行
政
目
標
の
達
成
に
向
け
て
自
ら
計

画
を
作
成
し
て
実
行
し
て
い
く
、そ
し
て
、

改
善
を
続
け
て
い
く
た
め
に
そ
れ
を
管
理

し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、今
後
も
必
要

不
可
欠
な
行
政
経
営
の
手
法
で
す
。こ
こ

に
、Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
と
、現
状
を
把
握
、分
析
し

て
、時
代
の
変
化
、事
態
の
変
化
に
合
わ
せ

て
新
た
な
政
策
や
対
策
を
よ
り
効
果
的
に

行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。そ
う
いっ
た
意
味
で
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
と
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
ル
ー
プ
の
両
者
を
、目

標
に
沿
っ
て
使
い
分
け
て
相
互
補
完
的
に

活
用
す
る
こ
と
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。

多久市の各種計画の進行管理手法は
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一般質問

野
北
　

新
公
立
病
院
開
設
に
必
要
な
金

額
と
起
債
に
対
す
る
償
還
の
方
法
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

移
設
費
の
約
２
億
円
を
除
く
と
約

75
億
円
、国
庫
補
助
金
を
約
10
億
円
見
込

ん
で
お
り
、残
り
の
約
65
億
円
の
起
債
を

予
定
し
て
お
り
、起
債
の
償
還（
返
済
）期

間
は
、建
物
に
つ
い
て
は
30
年
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

野
北
　

過
疎
債
の
起
債
が
認
め
ら
れ
る
割

合
は
決
ま
っ
た
の
か
。

答
弁
　

現
在
、県
の
担
当
課
と
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

野
北
　

市
は
今
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
大
き
な

事
業
を
し
て
き
た
が
、大
部
分
を
過
疎
債

の
起
債
で
12
年
間
で
の
償
還
を
し
て
い
た

た
め
大
き
な
問
題
が
無
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。12
年
で
の
償
還
は
可
能
か
。

答
弁
　

明
確
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

野
北
　

建
物
の
建
築
工
法
は
。ま
た
、工
法

に
よっ
て
費
用
は
変
わ
る
の
か
。

答
弁
　

来
年
行
う
基
本
設
計
の
中
で
決
定

し
て
い
き
ま
す
が
、現
在
の
建
設
事
業
費

は
耐
震
構
造
の
物
で
、免
震
構
造
で
の
建

設
で
は
４
億
円
程
度
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に

な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

野
北
　

現
金
で
赤
字
を
出
さ
な
か
っ
た
場

合
の
病
院
維
持
に
係
る
市
の
負
担
は
、建

設
に
か
か
っ
た
費
用
の
単
独
負
担
分
を
30

年
で
割
っ
た
金
額
と
な
る
が
、市
の
単
独
負

担
分
を
30
年
で
割
る
と
年
間
幾
ら
に
な
る

の
か
。

答
弁
　

過
疎
の
負
担
割
合
を
最
低
に
見
た

場
合
で
年
平
均
、約
７
０
０
０
万
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

野
北
　

医
師
確
保
の
た
め
の
統
合
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、選
定
委
員
会
の
会
議
の

中
で
、出
さ
れ
た
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
た
委
員
か
ら
、多
久
市
内
に
建
設
し

た
場
合
、10
年
後
に
は
医
師
を
引
き
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
発
言
が
あ
っ
た
が
、患
者
数
が一定
数

確
保
出
来
な
け
れ
ば
医
師
の
派
遣
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　

そ
う
い
っ
た
事
態
に
陥
ら
な
い
よ

う
、医
師
確
保
に
つ
い
て
は
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

新
公
立
病
院
に
つ
い
て

野
北
　
悟

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
公
共
施
設
の
維
持
管
理
計
画
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

野
北
　

公
立
病
院
の
存
在
意
義
に
は
地
域

に
不
足
し
て
い
る
医
療
を
補
う
と
い
う
部

分
が
あ
る
が
、必
要
な
診
療
科
目
を
確
保

で
き
る
の
か
。

答
弁
　

医
師
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

野
北
　

30
年
間
公
立
病
院
と
し
て
経
営
す

る
と
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
が
、直
接
の

経
営
だ
け
な
の
か
。他
の
法
人
と
共
同
で

新
た
な
医
療
法
人
を
作
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

答
弁
　

現
時
点
で
は
想
定
を
し
て
お
ら

ず
、な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

多久市の財政は大丈夫か

財政的な不安要素
令和元年度 経常収支比率

103.6％

新公立病院建設及び運営による新たな負担

建設費65億円に対する市の負担分
年間約7,000万円×30年＝約21億円
現金での赤字が出た場合は全額多久市負担

多久市立病院小城市民病院
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 まちで
発見！

インターネット動画配信中！

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会 検 索

多久の歴史

弥 　 生 　 時 　 代
　前回の「議会だより」では、人の営みが始まりだした
多久の旧石器時代から（日本最大規模の石器工房群
があったとされる）を紹介しました。今回は、多久の弥
生時代にスポットを当てて紹介したいと思います。　

【弥生式文化時代の始まり】
　中国で秦が天下を統一し、漢がやがて帝国を建設
しようとするころ、北九州を中心として新しい文化が
芽生えてきました。金属器や農耕用石器（大

おお

型
がた

蛤
はまぐり

刃
ば

石
せき

斧
ふ

・片刃石斧・石包丁）と共に稲作文化が流入し、弥生
式文化が開花しまし
た。やがて、弥生式文
化は富の蓄積から階
級の分化、職業の分化
をもたらし、農耕生活
の為の共同体は部落小国を生みだしました。多久地方
では沖

ちゅう

積
せき

平
へい

野
や

（河川による堆積作用によって形成され
る地形）に恵まれず、大規模な文化は発達しなかった
ようです。

【多久の弥生文化】
　この時代の生活舞台は、水田農耕文化の影響によ
り沖積平野を求め低地化し河
川の近くに移り農耕のために定
住化、住居（竪穴式住居・高床式
家屋）を建て、集団化してきまし
た。
　農耕が日常生活を支えるよ

うになったことは弥生式土器の出現によりうかがえま
す。縄文土器のように多種多様で個性や地域性があ
るものは少なく、規格化した手法で制作され、用途的
にも大型化し、食物の貯蔵用や米を蒸すための蒸器
用土器も出土しました。また、弥生時代の石

せき

鏃
ぞく

が出土
することから、縄文時代に生活を支えてきた狩猟生活
は従的存在になっていたと思われます。
　死者を葬る場合、縄文時代は土中に穴を掘り（土

ど

壙
こう

）体を曲げて屈葬が行われていましたが、大陸から
土器制作新技術の流入により大型の甕

かめ

を作り合わせ
口
くち

甕
がめ

棺
かん

・石
いし

蓋
ぶた

石
せっ

棺
かん

葬
そう

が行われるようになり、また、一方
では板石状のものを四角に立て並べて蓋石で覆った
箱石石棺に使者を葬る習慣も発生してきたようです。　　　

　遺跡から判断することは困難ではありますが、弥生
時代の比較的大きな集落は遺跡の規模、遺物などか
ら考えて現在の牟田辺・宝蔵寺・大工田・中小路付近
でないかと思われます。
　農耕文化の発生は必然的に貧富の差をもたらし、
階級が発生し豪族が生まれることで、豪族を中心に社
会が構成されて行きます。
　次回のまちで発見！は「古墳時代・古代国家の栄え」
をお送りします。

委
員
長

ー

  

樺
島
永
二
郎

副
委
員
長

ー

  

古
賀
　
公
彦

委
員

ーーーーー

  

野
北
　
　
悟

  

香
月
　
正
則

議
会
広
報
委
員
会

  

田
渕
　
　
厚

  

鷲
﨑
　
義
彦

聖光寺の二千年ハス
　多久聖廟の南側にある聖光寺のハス池
には、千葉県の落合遺跡から発掘された約
2,000年前（弥生時代）のハスの実から発
芽、開花させた古代蓮が育成されています。
６月中旬から７月中旬の早朝の時間帯に花
が咲きます、ぜひ観に来ていただき古代の
風景を感じてください。

石包丁

牟田辺空撮

甕棺墓の展示(資料館） 甕棺墓71号(銅剣出土）


